
 

 

 

 

 

  

ゴールデンウィークがあっという間に過ぎ去ってしまいました。新年度がスタートして１ヶ月が経ち、

これから夏に向かって、暑くなってきます。そんな５月は自分の「やる気スイッチ」を入れるのがなか

なか難しい時期です。そんな時期に気を付けたいのが自分の使っている「言葉」です。 

小説家である三浦綾子さんの著作「小さな一歩から」に次の一説が載っていることを先輩校長

から教えていただきました。紹介します。 

 

 「言葉は力である、と私は思う。一言がその命を奪うこともあれば、受けた人の人生を変えること 

もある。『舌先三寸で人を殺す』という言葉を、幼い頃からよく聞いたものだ。言葉というのは理 

不尽なほどに人間を動揺させ堕落させ、非情に走らせるかと思うと、奇跡のように甦らせ、意欲  

を与えるものである。」 

 

この言葉を思い出すたびに、私たちが日頃何気なく使っている言葉が大きな力をもつことを感じ

させられます。 

また、詠み人は分からないのですが、こんな詩があります。 

               ひとつの言葉でけんかして   ひとつの言葉で仲直り 

               ひとつの言葉で涙を流し    ひとつの言葉で笑い合う 

               ひとつの言葉で頭が下がり  ひとつの言葉でいがみ合う 

               ひとつの言葉はそれぞれに   ひとつの心をもっている 

穏やかな気持ちの時は、粗暴な言葉は出ません。しかし、忙しく慌ただしい時は、言葉がきつくな

ります。どんな言葉を発したか、どんな言い方をしたのかは、言葉の問題です。言った言葉の問題と

いうよりも、そのとき、自分がどんな気持ちで言ったのかを考えたいものです。同じ言葉を発しても、

いつでも同じ響きになるとは限りません。それが、言葉は発する人の心を垣間見る「窓」と言われる

所以です。 

「言葉は心の使い」とも言われます。心の中で思うことは、自然と言葉に表れるものです。日々、

様々な場面で言葉を発する私たちは、一つひとつの言葉のもととなる自分自身の心を改めて見つ

めるようにしたいものです。 

「言葉は心」です。ちょっと慌ただしい５月、言葉を大切にしていきましょう。言葉は①人を励ます

ものでありたい。②人を和やかにするものでありたい。③人を優しい気持ちにするものでありたい。

④人を温かな心にするものでありたい。優しい気持ちで接すると、四角い言葉も丸くなります。和や

かな笑顔と優しい言葉は人を幸せにします。これを「和顔愛語」と言います。「和顔愛語」を大切に

し、５月を過ごしていきましょう。やればできる！君たちならできる！ 
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令和８年度がスタートし、１ヶ月が経過しました。６名の新しい先生方を「ファミリー楠」の仲間とし

て、お迎えしました。そこで、先生方に自己紹介していただきます。楠中生とはすでに馴染んで、楽し

く授業等を行っています。保護者のみなさま、地域のみなさま、よろしくお願いいたします。 

 
教頭 酒井 一嘉（さかい かずよし）先生 

担当教科は保健体育です。体を動かすことが好きなので、自分がスポーツをしたり、息子のサ

ッカーを観戦をしたりするのが趣味です。久しぶりの地元なので、しっかり根をはって、がんばろう

と思います。よろしくお願いします。 

教諭 中原 沙織（なかはら さおり）先生 

神原中学校からまいりました中原です。特別支援学級を担当しています。担当教科は英語

です。趣味は読書、音楽、料理、ドライブなどです。よろしくお願いします。 

 

 

 
教諭 大庭  義徳（おおば よしのり）先生 

   今年度３年担任になりました大庭です。楠中生の素直で人のために動こうとする様子に日々

感心し、私自身元気をもらっています。卒業式で「このクラスで良かった」と思えるよう、共に全

力で駆け抜けてまいります。 

教諭 青木 勇太朗（あおき ゆうたろう）先生 

 生徒指導主任を務めています。担当教科は数学です。１年生の担任をしています。この１ヵ

月、楠中生の温かさに感心して過ごしています。すてきな大人へ生徒も自分もなることができ

るようにがんばります。よろしくお願いします。 

 

 
養護教諭 佐々木 未歩（ささき みほ）先生 

前任は、児童数が６００人以上の小学校で保健室の先生をしていました。中学校で働くのは初

めてなので日々勉強中で！みなさんが健康で安心した学校生活が送れるようにお手伝いできた

らと思っています。よろしくお願いします。 

事務職員 山田 杏樹（やまだ あんじゅ）先生 

 約２年育休をいただき、また楠中で勤めさせていただくことになりました。事務の山田

です。私も親となり、保護者の皆様の子を大切に想う気持ちにより共感できるようになり

ました。学校の窓口として、少しでも皆様の不安等を取り除くことができる人材になりた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

学校支援員 塚本 啓一（つかもと けいいち）先生 

二俣瀬小学校から異動してきました。楠中学校では、学校の総合支援をさせていただき

ます。 

趣味は星空観望です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 


